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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，研究グループによる研究活動で創発されるインフォーマルな経験則を研究
活動スキルであると捉え，新たに研究グループに配属される研究初学者が研究活動スキルを学習する過程を支援するSN
S(Social Networking Service)を開発することである．本システムの特徴は，論文やプレゼンテーションの作成過程に
おいて教員と学生の間で交わされるコメントをバージョンやメタデータとともに管理することで，研究グループ内で重
視されているコメントや典型的な進捗状況プロセスを経験情報として抽出することや，修正の難しいコメントへの他の
学生の対応過程をピアレビューすることが可能である点である．

研究成果の概要（英文）：The main topic addressed in this research is to develop a social networking servic
e (SNS) system to support new graduate/undergraduate students belonging to a laboratory to learn the resea
rch activity skills which are regarded as informal experiential knowledge created by the laboratory member
s. The main point of the developed system is to store/manage the comments attached by the researcher and t
he students in conjunction with the versions of the documents and metadata in making process of the resear
ch papers and presentations. This enables the students to extract/find important comments or typical progr
ess situation as experiential information of the laboratory, and to conduct peer review of others response
s about complicated comments.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
  我々が日々行う研究活動は，複数の研究者
や学生が様々な役割を協調的に果たすこと
によって構成・維持される，研究グループに
おけるコミュニティオブプラクティスその
ものである．つまり，研究者や学生は研究グ
ループに参加しながら，多岐にわたる研究活
動の過程を通じて，研究活動そのものを学習
する．特に，新たな学生を研究グループに迎
え入れる上では，研究グループによって公表
される論文やプレゼンテーション資料など
といったフォーマルな情報だけでなく，研究
を行う上で必要不可欠な問題発見や問題解
決，成果発表等に関するインフォーマルな経
験情報を研究活動スキルとして共有・継承す
ることが重要となる． 
  本研究では，研究者と学生からなる研究グ
ループをコミュニティとし，コミュニティ内
の多様なコミュニケーションを通じて研究
活動スキルを共有・継承する活動として研究
活動を捉えている．近年，こうしたコミュニ
ティにおけるコミュニケーションを円滑に
する場や手段を提供するWebサービスとして，
SNS(Social Networking Service)が注目を集
めている．SNS が提供する機能は一般に，プ
ロフィール機能やユーザ検索機能，Blog 機能，
コミュニティ機能，メッセージ送受信機能な
ど，(1)コミュニティ形成，(2)コミットメン
ト促進，(3)情報発信・共有の 3 タイプに分
類できる． 
  しかしながら，研究グループにおける研究
活動スキルの共有・継承を促進させる観点か
らは，それぞれのタイプの SNS の機能に対し
て，以下の点で不十分である． 
(1) コミュニティ形成：問題発見や問題解決

に必要な研究活動スキルを研究グループ
コミュニティ全体がソーシャル・キャピ
タル（社会的資産）として取り扱う枠組
みが不十分． 

(2) コミットメント促進：研究グループコミ
ュニティの構成員が研究活動に関するイ
ンフォーマルな経験情報を効果的かつ継
続的に共有するための機能が不十分． 

(3) 情報発信・共有：共有されたインフォー
マルな経験情報から，研究初学者が研究
活動を遂行する上で有用な情報を研究活
動スキルとして継承するための機能が不
十分． 

このため，従来の SNS で提供される機能の
みで，研究グループで暗黙的に存在する研究
活動スキルをコミュニティの資産として持
続・増大させることは容易ではない． 
 
２．研究の目的 
  本研究の目的は，研究グループによる研究
活動で創発されるインフォーマルな経験則
を研究活動スキルであると捉え，新たに研究
グループに配属される研究初学者が研究活
動スキルを学習する過程を支援するための
SNS を開発することである．特に，研究グル

ープで共有・継承される研究活動スキルを研
究グループにおけるソーシャルキャピタル
と位置付け，その価値を持続・増大させる支
援機能を有する SNS を開発する． 
 
３．研究の方法 
  本研究で開発する研究活動支援SNSは以下
の 3つのステップを通して実現する． 
(1) 研究活動過程におけるアクティブティモ

デルの構築 
本研究ではまず，研究グループにおける研

究活動スキルを定義するために，研究活動の
過程を研究アクティビティとしてモデル化
する．図 1で示すように研究活動はいくつか
のアクティビティを適切に推進することに
よりプロジェクトを遂行する一連の活動で
あると位置付けられる． 

図 1. 研究活動モデル 

 
研究分野や研究グループによって重視さ

れるアクティビティは異なることが予想さ
れるが，本研究では，表 1に示すような研究
代表者の対象領域である“システム開発を中
心とした教育・学習工学分野”において重視
するアクティビティを再構成することでア
クティビティモデルを検討する． 
 
表 1. 対象分野における研究アクティビティ 

 
 
一方，研究活動スキルは，研究活動の成果

だけでなく，その過程において実際に研究者
や学生が試行錯誤した中で生まれるインフ
ォーマルな経験情報を集約したものとする．
このように，経験情報を研究活動において重
視するアクティビティの観点から体系化す
ることで，研究活動スキルをコミュニティ全



体でソーシャルキャピタルとして認識しや
すいものとする． 
(2) アクティビティモデルに応じた研究活動

支援機能の開発 
実際の研究活動が，研究活動スキルに関連

する情報集約に直結するように，「論文修正
支援機能」や「プレゼンテーションデザイン
支援機能」などといった，アクティビティモ
デルに対応した研究活動のための場を，研究
グループで投稿・共有可能な Web サービスと
して開発することで，経験情報の集約に関す
る負荷を軽減する．これらの Web サービスの
設計・開発にあたっては，アクティビティ毎
に生成される研究成果や経験情報を他の構
成員や他のアクティビティにおいても共
有・再利用可能な形式とする． 
また，研究グループ構成員自身の研究活動

状況の可視化や，他の構成員との比較，アク
ティビティに対する有益な情報などといっ
たフィードバックを行うことで，研究活動を
持続的に活性化させる支援機能を開発する． 
(3) 経験情報に基づく研究活動スキル抽出・

継承支援技術の開発． 
  経験情報に対して，研究活動の過程を示す
アクティビティと研究活動の内容を表すト
ピックの観点からメタデータを付与するこ
とにより，関連する経験情報を集約する経験
情報構造化機能を開発する．また，構成員間
で異なる表現のメタデータが付与される問
題を解決するために，類似度の高い経験情報
に付与されたメタデータ間の関係を機械学
習によって抽出する機能を開発する． 
  研究活動スキルの継承という観点からは，
膨大な経験情報から研究活動の遂行に有用
な情報を新たに研究グループに配属される
研究初学者に提示する必要がある．そこで，
アクセス数やコメント数，頻出キーワードな
どの指標から，アクティビティ特有の目的・
注意点やトピックに関する具体的な内容な
どといった重要度の高い経験情報を抽出す
る．さらに，対象となるメタデータの利用頻
度が高い構成員に，それらの情報を Wiki 形
式で研究活動スキルとして編集する環境を
提供する．  
  これら開発したプロトタイプSNSサーバは
研究代表者の研究グループ内で継続的に運
用することにより，経験情報の収集・蓄積を
進める．このように取得した経験情報を利用
して，研究活動過程の変化について分析を行
うとともに，システムのユーザビリティなど
運用に必要不可欠な要素についても評価・改
善を行う． 
 
４．研究成果 
(1) 研究活動過程におけるアクティビティモ

デルの構築 
研究グループの構成員の研究活動スキル

に基づいて構築した仮想ユーザである「ペル
ソナ」を設計し，図 2に示す，論文およびプ
レゼンテーションの修正過程モデルを構築

した．ここでは，研究活動における成果物と
しての論文やプレゼンテーション資料を研
究グループの一種のフォーマルな情報と位
置付け，それとは対象的に，論文執筆過程や
ゼミを通じた研究者から学生に対するコメ
ントやアドバイスをインフォーマルな情報
と定義した．こうしたインフォーマルな情報
は，研究グループのメンバーが研究活動を円
滑かつ効率的に進める上で重要な役割を果
たしていると考えられるが，実際には各構成
員の研究活動の進捗状況の変化に合わせて
時々刻々できては消えていくため，その実際
を把握することが困難であると言える． 
 

 
図 2. 論文執筆過程モデル 

 
 こうした研究グループに所属する構成員個
人が持つ経験則を研究グループの経験則（ノ
ウハウ）として共有するために，本研究では
図 3に示すように，論文やプレゼンテーショ
ンの添削・修正過程に存在するインフォーマ
ルな情報を研究知として蓄積・可視化するこ
とで，構成員の活動を支援する情報を提示す
るアプローチを採る． 
 

 

図 3. インフォーマル情報可視化モデル 
 
(2) アクティビティモデルに応じた研究活動

支援機能の開発 
上述のアクティビティモデルに基づいて，

添削支援機能を設計し，図 4に示す研究グル
ープにおけるプロトタイプSNSとして実装し
た．なお，管理対象のファイル形式は，
Microsoft Office 2007 以降で対応している
Office Open XML (OOXML)とし，PHP/MySQL ベ



ースのサーバアプリケーションとして開発
した． 
 

 
図 4. 研究活動支援機能の構成図 

 
  図 5で示すように，論文やプレゼンテーシ
ョンファイルのバージョンを管理するとと
もに，研究者からのコメントに対して，修正
前後のテキスト，試行錯誤の過程，参考文献
へのリンクなどをバージョン間で管理する
機能である． 
 

 
図 5. 添削支援機能のインタフェース 

 

 

図 6. 添削支援機能利用の流れ 
 
  システムの利用の流れは図6で示す通りで
ある．まず，①学生が学会等に向けて執筆し
た第 1版を研究者に提出し，②研究者は多数
のコメントを学生に返す．③学生はそれらの
論文のコメントデータをシステムに読み込

み，論文の第 2版を作成するとともに，変更
前後の文章や試行錯誤のメモをそれぞれの
コメントに対して記録する．④これにより，
各コメントに対する対応状況を明確にする
ことができる．⑤提出された第 2 版に対し，
⑥研究者はシステム上で修正状況をチェッ
クし，⑦必要に応じて新たなコメントや不適
切な修正に対するアドバイス・ヒントを加え
る．これを繰り返すことによって，論文のブ
ラッシュアップを行いながら，インフォーマ
ルな情報が蓄積される仕組みとなっている． 
また，本研究では，コメント間の関連を管

理するために図 7に示すように，ハッシュタ
グを一種のメタデータとして採用した．それ
ぞれの活動によって生成されたコメントを
CommentCluster と呼ぶことにすると，関連す
るコメント間に同一のハッシュタグを発行
することにより，アクティビティ間を越えた
コメントの関連付けが可能となる． 
 

 

図 7. ハッシュタグによるコメント関連付け 
 
(3) 経験情報に基づく研究活動スキル抽出・

継承支援技術の開発． 
研究活動スキルの抽出を実現するために，

本研究では，添削支援機能で蓄積された研究
活動ログから，複数の学生に重複して行われ
たコメントや，一度の添削で上手く修正でき
ないコメントを図 8 で示すように Wiki 形式
で学生に提示するアプローチを採った． 
 

 
図 8. Wiki 形式による経験情報提示機能 

 
  また，図 9に示すような，それぞれの構成
員の修正活動におけるコメントの増減を進
捗状況として提示する機能を開発するとと
もに，コメント情報およびメタデータに対し
て相関ルールに基づくデータマイニング手
法を適用することにより，研究グループにお



ける典型的な進捗状況や意味的構造を表現
するスキーマを経験情報として抽出する機
能を開発した．これらにより，研究活動の初
学者はどのような新たな研究活動に対して
どのようなコメントが行われ，どの程度の時
間で解決されていくのかを，実際の活動状況
とともに学ぶことができるようになる． 
 

 
図 9. 修士論文添削過程 

 
さらに，研究代表者が実施している大学院

レベルの第二言語学習（アカデミックランゲ
ージラーニング）支援環境と連携させること
により，第二言語による論文添削やプレゼン
テーション作成を対象とした支援機能を実
現した． 
  なお，コメント情報やメタデータに関する
研究グループ全体に関するデータマイニン
グにあたっては，研究グループ外には公開し
ないものの，構成員情報の特定につながる情
報は削除する形で実施した． 
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